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NACSIS-CAT/ILL を再構築(軽量化・合理化)する
→NACSIS-CAT検討作業部会

電子情報資源のデータの管理・共有を検討する
→電子リソースデータ共有作業部会

統合的発見環境の提供
に向けて



作業部会のミッション 3

国内刊行のオープンアクセス誌等の
ナレッジベースの維持管理に係る業務

1.共有

国内で契約される電子リソースデータの
管理及び活用に係る業務

2.管理

不足情報
を集める

管理方法
を考える
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国内刊行のオープンアクセス誌等の
ナレッジベースの構築
＝ERDB-JP

1

不足情報
を集める
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ナレッジベースってなに︖

電子リソースのタイトルやURLなど簡易な
メタデータを網羅的に収集し，

最新の状態で保持しているデータベース

6
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Kristen Wilson, “The Knowledge Base at the Center of the Universe,”より作成
ALA Library Technology Reports 52, no. 6 (August-September 2016) 
https://journals.ala.org/ltr/issue/archive
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国内ナレッジベースの必要性

グローバルなナレッジベースに
データ提供することで、

大学紀要等の国内電子出版物を
国際発信する役割も担っている
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ERDB-JP グローバル
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利用例（CiNii Books） 10

データ
取得

図書館

作成・修正

利用者

検索

学会サイト 機関リポジトリ



ERDB-JP利用者から「リンクが切れ
てる」「間違ってるから直
して」とよく言われるので，
自分たちですぐ直したい

すべての
コンテンツの
修正・削除が可能

自機関が登録した
コンテンツの

修正・削除が可能

機関リポジトリに登録して
いる自機関のコンテンツは
きちんと登録してメンテナ
ンスしたい

新規登録は
どちらでも
可能
ゲスト

新規・修正・
削除の依頼OK
※掲載には
パートナーの
承認が必要

パートナー

A B
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パートナーになると︖ 12

ユーザ

※データ取得は週次（毎日曜）

ERDB-JP
担当者修正しました︕

というのがリンク切れなんですが

修
正
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パートナーの範囲変更

ERDB-JPのデータを責任を持って登録・更新・削除
等のメンテナンスをしていただける学術資料に関連
する機関・組織の内、電子リソースデータ共有作業
部会が適当と認めた機関・組織

NEW︕



11,744 Titles
44 Partners
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JAIRO Cloudに
雑誌情報の管理機能が追加

ERDB-JPとの自動連携で
Google・OPAC・ディスカバリサービス・CiNii Booksでも検索可能に︕

NEW︕ 15
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JAIRO Cloudの最新アップデートでは

雑誌情報を登録しておくと

Google・OPAC・ディスカバリサービス・
CiNii Booksで検索可能に︕

1

2

3
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最新版の

JAIRO Cloud
画面例

雑誌情報の管理機能
が追加
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IRとERDB-JPのつながり
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自動生成

国際標準(KBART II準拠)
のデータ

機関
リポジトリ ERDB-JP



「ERDB-JP︓共同で構築する電子リソース共有サービス」
カレントアウェアネスE
http://current.ndl.go.jp/e1678

「オープンなナレッジベースの進展とその背景」
カレントアウェアネスCA
http://current.ndl.go.jp/ca1860

「ERDB-JP(国内刊行電子リソースのナレッジベース)のパー
トナー募集と活用事例について」
NACSIS CAT/ILLニュースレター42
http://catdoc.nii.ac.jp/PUB/nl2/No42/002P.htm

Electronic Resources Database-JAPAN: ERDB-JP
Library Technology Reports. 2016, 52(6), p. 33-34.
https://journals.ala.org/ltr/issue/view/606

20参考
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電子リソースの管理情報の共有

2
管理方法
を考える



利用条件を
管理できていますか

22

ポスト・キャンセレーション・アクセス

アーカイブ権 エンバーゴ
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ライセンス情報管理の現状 23

スプレッドシート（EXCEL）か、
アグリーメント（紙）を
保管していることが多い



聞かないと分からない 24
ユーザ この論文はどうして

読めないんですか︖

クリックして読
めなければ契約
してないという
ことです。

サービス
担当者

契約担当者

この論文はどうして
読めないんですか︖

クリックして読めなければ
契約してないということで
すが、詳しくは書店に聞い
てみないと分かりません。



聞かなくても分かる
を目指して

適切にナビゲートする

25

適切に利用範囲・条件を管理する

利用者のアクセス環境の改善



商用電子リソース管理システムの
コンソーシアム版について調査

26

電子リソース情報（パッケージ，タイトル，
モデルライセンス）が共有できるか

電子リソース管理業務の効率化のために
ワークフローを改善できるか

適切な電子リソース管理によって利用者
サービスを向上できるか

1

2

3
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今後に向けて



次世代目録所在情報サービス
の在り方について

参加機関においては、NACSIS-CATによる書誌データの供給を前提とした
OPAC 検索システムの構築に加えて、二次情報データベース、電子ジャー
ナル、リンクリゾルバといった様々な システムや機能が実現されてきた 。

しかし、それらの新たなシステムや機能はそれぞれ 繋がりのない別個の
断片的な機能として実現されることが多く、結果として図書館システムが
複雑化し、利用者にとっての使いづらさおよび図書館にとっての管理の難
しさをもたらしている 。

「次世代目録所在情報サービスの在り方について（最終報告）（平成21年3月）」
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Library Services Platform

資料の電子化に伴い、図書館は統合図書館システム（Integrated 

Library System︓ILS）の他に電子情報資源管理システム（ERMS）や
ナレッジベース（CA1784参照）など複数のシステムを組み合わせ
て業務を行うことを余儀なくされている。これらのシステム
を統合し、図書館業務を効率良くする包括的なプラット
フォームを提供する製品群をLSPと定義している。

「Library Services Platformの現在 / 大谷周平」

http://current.ndl.go.jp/ca1861
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ILS/LSPの共同導入
• ノルウェーの図書館コンソーシアムBIBSYSがEx Libris社のAlmaを導入
へ 2013年12月6日

• オーストリアの図書館ネットワークOBVが、Ex LibrisのAlmaを導入へ
2015年11月24日

• Orbis Cascade Alliance and Ex Libris Complete Implementation of 
a Shared Resource Management and Discovery System, January 
22, 2015

• Hong Kong Joint University Librarians Advisory Committee 
(JULAC) Selects Alma and Primo for Shared Library Services 
Platform, June 7, 2016 
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